
10
2012
№ 86

２～９
10

12 ～ 13
20 ～ 21

27
28

INDEX
特集　県下太鼓打競技大会
虫歯のない子
まちかどNews
生涯学習だより（秋の増刊号）
しかチャンネル番組ガイド
長田　萬燈祭

特
集　
　

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会



広報しか 2広報広報しかしか 22

　

第
80
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
が
９
月
17
日
に
高
浜
町
の
小
浜
神
社
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
、
過
去
10

年
間
の
大
関
の
中
か
ら
横
綱
を
決
め
る
第
７
回
横
綱
大
会
も
開
催
さ
れ
、
太
鼓
へ
の
力
強
い
打
ち
込
み
、

華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
な
ど
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

県
内
最
古
の
太
鼓
打
競
技
大
会
で
あ
る
小
浜
神
社
の
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
。
こ
の
歴
史
あ
る
大
会
を

特
集
し
た
。

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会

　
「
第
○
○
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
」

を
正
式
名
称
と
し
、
高
浜
青
壮
年
団
が

主
催
。
大
会
長
を
高
浜
青
壮
年
団
団
長

が
務
め
る
。
当
日
の
み
競
技
台
が
特
設

さ
れ
る
小
浜
神
社
境
内
で
行
わ
れ
、
第

70
回
大
会
が
行
わ
れ
た
平
成
14
年
度
ま

で
は
毎
年
９
月
16
日
に
開
催
し
て
い
た

が
、
第
71
回
大
会
か
ら
は
９
月
の
第
３

月
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
６

年
（
１
９
３
１
年
）
に
第
１
回
大
会
が

行
わ
れ
、
太
平
洋
戦
争
末
期
で
あ
る
昭

和
19
・
20
年（
１
９
４
４
・
１
９
４
５
年
）

の
２
年
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
な
か
っ
た

年
も
あ
っ
た
。

　

出
場
す
る
組
は
、
大
会
当
日
の
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
に
受
け
付
け
し
た

　

こ
の
大
会
は
、
大
バ
イ
１
人
、
小
バ

イ
１
人
を
１
組
と
し
て
、
た
た
く
時
の

難
度
が
上
が
る
斜
め
に
傾
け
て
あ
る
太

鼓
を
た
た
く
競
技
大
会
。
小
バ
イ
の
た

た
く
バ
チ
は
自
分
た
ち
で
持
ち
込
ん
だ

も
の
を
使
用
し
て
も
構
わ
な
い
が
、
大

バ
イ
が
手
に
す
る
バ
チ
は
主
催
者
の
準

備
し
た
バ
チ
の
中
か
ら
使
用
す
る
決
ま

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

審
査
は
現
在
、
６
人
の
審
査
員
に
よ

り
「
打
ち
込
み
、
芸
、
調
子
」
が
採
点

さ
れ
、
合
計
点
数
で
順
位
を
つ
け
る
。

　

審
判
員
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、
横

綱
大
会
で
横
綱
と
な
り
審
判
員
資
格
を

与
え
ら
れ
た
人
、
大
会
長
が
招
く
団
体

の
推
薦
さ
れ
た
人
で
大
会
長
が
認
め
た

人
、
大
会
長
が
招
待
し
た
人
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
24
年
現
在
は
、
第
５
代
横

綱
（
２
人
）、
第
６
代
横
綱
（
２
人
）、

志
賀
町
商
工
会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
人

（
１
人
）、
高
浜
青
壮
年
団
の
顧
問
か
ら

１
人
で
、
来
年
度
の
大
会
か
ら
は
、
第

大
会
の
概
要

大
会
の
特
徴

競
技
の
内
容

組
の
み
が
出
場
を
認
め
ら
れ
、
出
場
順

は
受
け
付
け
時
に
く
じ
引
き
で
決
定
す

る
。

優
勝
者
に
は
「
大
関
」
と
呼
ば
れ
る
位

が
授
与
さ
れ
る
が
、
得
点
の
高
い
太
鼓

が
上
手
な
人
が
優
勝
と
い
う
よ
り
も
、

毎
年
１
組
だ
け
、
大
関
に
ふ
さ
わ
し
い
者

を
決
め
る
た
め
の
競
技
大
会
で
あ
る
。

７
代
横
綱
の
２
人
が
新
た
に
審
判
員
に

加
わ
る
。

　

採
点
項
目
は
「
打
ち
込
み
、
芸
、
調

子
」
の
３
つ
の
項
目
で
、
各
10
点
の
合

計
30
点
、
審
判
員
６
人
の
合
計
１
８
０
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～県下太鼓打競技大会の由来～

　寛永９年（1632 年）の江戸時代に若狭国（現
在の福井県）の高浜・小浜から移住した人々の
集まりで作られた旧高浜地区。元禄年間（1688
～ 1704 年）にはすでに、小浜神社秋季祭礼の
際、近隣の若衆たちが集まり競って太鼓を打ち
鳴らしていたことが始まりと言われている。
　昭和６年から、旧高浜地内の若衆の集まりで
ある高浜青壮年団が、小浜神社秋季祭礼の行事
として県下太鼓打競技大会を開催し、石川県内
における最初の太鼓打競技大会となった。

　

雨
や
台
風
の
影
響
で
志
賀
町
福
祉
会

館
（
現
在
の
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
）
や

の
と
や
配
送
セ
ン
タ
ー
（
現
在
は
取
り

壊
さ
れ
て
い
る
）
で
大
会
が
行
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

小
浜
神
社
境
内
に
は
第
１
代
か
ら
第

60
代
ま
で
の
大
関
の
名
前
を
刻
ん
だ
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
拝
殿
に
は
第

61
代
以
降
の
大
関
の
芳
名
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

歴
史
あ
る
大
会
で
の
出
来
事

点
満
点
と
し
て
、
そ
の
累
計
で
競
う
。

バ
チ
を
落
と
し
た
場
合
は
、
合
計
点
か

ら
30
点
が
減
点
さ
れ
る
。
バ
チ
が
折
れ

た
場
合
は
、
減
点
と
は
な
ら
な
い
が
打

ち
込
み
や
調
子
が
低
く
な
る
た
め
点
数

は
伸
び
な
い
。
バ
チ
は
主
催
者
側
が
用

意
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
折
れ
そ
う
な

バ
チ
を
選
ん
だ
ほ
う
が
悪
い
と
い
う
こ

と
で
、打
ち
手
の
落
ち
度
と
し
て
い
る
。

入
賞
者
は
、
決
勝
に
進
ん
だ
上
位
９
組

が
表
彰
を
受
け
、
上
位
か
ら
大
関
、
関

脇
、
小
結
、
番
外
１
等
、
番
外
２
等
、

番
外
３
等
、
敢
闘
賞
３
組
を
決
め
る
。

最
高
位
と
な
る
横
綱
大
会
は
10
年
に
１

○競技時間
　　（競技台で太鼓を打ち込む時間）
　小手調べ ･･･45 秒
　　（採点対象にならない）
　１　回　戦 ･･･ １分
　２　回　戦 ･･･ １分
　３　回　戦 ･･･ １分
　準　決　勝 ･･･ １分 30 秒
　決　勝　戦 ･･･ ２分
　横綱大会 ･･･ ２分 30 秒

○採点項目

　打ち込み…鳴らした太鼓の音の大きさを審査。
　　　　　　大きい音が好まれる。
　芸　………　打ち姿の美しさや、打ち込みの合間

に見せる芸の良し悪しを審査。
　調子　……　リズムが揃っているか、乱れていな

いかを審査

　　　　　※太鼓の隅をたたいたり、バチ同士を
ぶつけると評価は低い。

度
、
過
去
10
年
間
の
歴
代
大
関
だ
け
で

横
綱
大
会
が
行
わ
れ
、
審
判
員
の
採
点

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。



　

先
輩
か
ら
「
太
鼓
打
ち
で
あ
る

以
上
、
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
に

出
る
こ
と
が
す
べ
て
」
と
教
え
ら

れ
た
岡
本
さ
ん
。「
厳
正
な
審
査

の
ゆ
え
太
鼓
打
ち
が
出
場
し
た
く

な
る
よ
う
な
大
会
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
大
会
の
重
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。 県

下
太
鼓
打
競
技
大
会
審
判
長
と

高
浜
青
壮
年
団
団
長

　

県
内
最
古
の
歴
史
を
持
つ
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
で
、
歴
史
に
名
を
刻
む
新
た
な
横
綱
が

誕
生
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
人
物
が
い
る
。
第
５
代
横
綱
で
審
判
員
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た

審
判
長
と
、
こ
の
大
会
の
総
責
任
者
で
あ
る
高
浜
青
壮
年
団
団
長
。
そ
の
２
人
に
県
下
太
鼓

打
競
技
大
会
へ
の
熱
い
想
い
を
聞
い
た
。

県下太鼓打競技大会審判長県下太鼓打競技大会審判長
第５代横綱第５代横綱

岡岡
おかも とお か も と

本本　　有有
ありと もあ り と も

友友さん（62歳）さん（62歳）
　16歳で県下太鼓打競技大会に初出場し、小バ　16歳で県下太鼓打競技大会に初出場し、小バ
イの坂下隆夫さんと組んで41歳のときに大関、イの坂下隆夫さんと組んで41歳のときに大関、
翌年に第５代横綱を獲得した。平成５年から審判翌年に第５代横綱を獲得した。平成５年から審判
員、平成15年から審判長を務める。員、平成15年から審判長を務める。

■　

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
と
は

■　

こ
の
大
会
の
審
判
員

■　

こ
れ
ま
で
の
大
会
を
振
り
返
る

■　

こ
れ
か
ら
の
大
会
・
太
鼓

■　

横
綱
と
は

　

早
く
感
じ
た
20
年
間
、
審
判
員

と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
が
、「
毎

年
、
８
月
の
お
盆
過
ぎ
か
ら
、
こ

の
大
会
に
向
け
て
の
緊
張
感
が

漂
っ
て
く
る
」
と
い
う
。
大
会
に

出
場
し
、
太
鼓
を
た
た
い
て
い
た

と
き
よ
り
緊
張
す
る
と
い
う
審
判

員
と
し
て
の
立
場
は
、
厳
正
な
審

査
を
す
る
た
め
に
必
要
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

毎
年
、
大
会
後
の
表

彰
式
で
御ご

へ
い幣

を
渡
せ

ば
、「
大
会
が
終
わ
っ

た
な
と
い
う
安
堵
感
で

ホ
ッ
と
す
る
」と
話
す
。

▲大会中は気をゆるませ
ることなく、厳正な審査
をする。

▲最後の横綱披露太鼓となった岡本・坂下組

　

横
綱
や
大
関
に
な
る
よ
う
な
太

鼓
打
ち
は
、「
最
後
ま
で
リ
ズ
ム

が
一
定
で
、
打
ち
込
み
の
音
が
安

定
し
て
い
る
」。
そ
の
中
で
も
横

綱
に
な
る
に
は
、
普
段
の
態
度
や

横
綱
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
が
求
め

ら
れ
て
い
て
「
98
パ
ー
セ
ン
ト
が

太
鼓
の
技
量
で
、

２
パ
ー
セ
ン
ト
は

打
ち
手
の
人
格
」

と
話
す
。
ま
た
、

「
実
力
に
運
が
巡

り
合
っ
て
横
綱
に

ふ
さ
わ
し
い
者
が

選
ば
れ
る
」
の
だ

と
い
う
い
う
。

　

今
年
で
審
判
長
を
勇
退
す
る
岡

本
さ
ん
は
、
10
代
の
頃
か
ら
打
ち

手
と
し
て
大
会
に
出
場
し
て
い

た
。
大
関
へ
の
挑
戦
、横
綱
獲
得
、

審
判
長
に
就
任
と
、
こ
の
大
会
に

約
45
年
間
携
わ
っ
て
き
た
。「
こ

ん
な
太
鼓
人
生
は
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

次
に
審
判
員
と
な
る
第
７
代
横

綱
に
は
「
公
平
な
目
で
審
判
を
し

て
ほ
し
い
」
と
願
う
。
志
賀
町
に

は
伝
統
あ
る
太
鼓
が
数
多
く
あ
る

▼
表
彰
式
で
入
賞
者
に
御
幣

を
渡
す
審
判
長

の
で
、
次
の
世
代
に
も
受
け
継
い

で
い
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
を

始
め
、
太
鼓
を
盛
り
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
想
い
で
い
っ

ぱ
い
で
「
こ
れ
か
ら
も
現
役
で
太

鼓
を
た
た
き
続
け
る
」
と
話
す
。



　

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
大
会
に
出
場

し
て
く
る
本
物
の
太
鼓
打
ち
の
演

技
を
間
近
で
見
て
き
た
団
長
は
、

「
太
鼓
が
大
好
き
で
、
特
に
小
浜

大
会
で
の
太
鼓
の
音
は
、大
き
さ
、

質
、
感
じ
る
も
の
が
他
に
比
べ
て

全
く
違
う
」
と
い
う
。
青
壮
年
団

長
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
大

会
だ
が
、
過
疎
化
が
進
み
、
大
会

へ
の
出
場
者
や
青
壮
年
団
へ
の
加

入
者
が
減
少
す
る
中
、
伝
統
・
歴

史
の
あ
る
大
会
を
ど
う
続
け
て
い

く
か
考
え
る
。「
青
壮
年
団
と
し

て
工
夫
し
な
が
ら
全
力
で
大
会
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
こ
れ
か
ら
の

大
関
、
横
綱
を
誕
生
さ
せ
た
い
」

と
話
す
。

　

高
浜
青
壮
年
団
の
た
め
の
大
会

で
は
な
く
、
小
浜
神
社
、
大
会
へ

の
出
場
者
な
ど
み
ん
な
の
た
め
の

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
。「
高
浜

青
壮
年
団
の
存
在
は
県
下
太
鼓
打

競
技
大
会
が
生
か
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

10
年
後
は
高
浜
青
壮
年
団
を
退

団
し
て
い
る
が
、
第
８
回
横
綱
大

会
が
行
わ
れ
る
10
年
後
の
団
長
に

は
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
頼
っ
て
き
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　

10
年
に
１
組
選
ば
れ
る
横
綱
と

同
じ
よ
う
に
10
年
に
１
人
選
ば
れ

た
団
長
。「
高
浜
青
壮
年
団
の
最

大
行
事
で
あ
る
県
下
太
鼓
打
競
技

大
会
の
横
綱
大
会
の
あ
る
年
に
団

長
に
就
い
た
こ
と
は
光
栄
で
う
れ

し
い
半
面
、
大
会
に
出
場
す
る
全

員
が
大
関
、
横
綱
を
目
指
す
気
迫

が
伝
わ
り
、
も
の
す
ご
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
る
」
と
話
す

高
橋
さ
ん
。
大
会
長
で
あ
り
、
入

賞
者
へ
の
商
品
の
手
配
や
大
会
へ

の
準
備
、
段
取
り
を
念
入
り
に
確

認
し
指
揮
を
執
る
。
大
会
全
体
の

統
括
と
し
て
、
今
年
は
、
副
団
長
、

高浜青壮年団団長高浜青壮年団団長

高高
たかは した か は し

橋橋　　直直
なおゆ きな お ゆ き

之之さん（31歳）さん（31歳）
　平成11年、18歳のときに県下太鼓打競技大会　平成11年、18歳のときに県下太鼓打競技大会
を主催する高浜青壮年団に興味を持ち加入。加入を主催する高浜青壮年団に興味を持ち加入。加入
14年目で団長に就く。14年目で団長に就く。

■　

10
年
に
１
人
の
団
長

高
浜
青
壮
年
団
に
と
っ
て
の

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
と
は

■　

10
年
ぶ
り
の
横
綱
大
会

こ
れ
か
ら
の

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会

▲大会では静かに競技を見守る

▲表彰式で入賞者を表彰する団長

▲大会大会当日の朝、念入りに
競技場の準備をする。

前
団
長
の
３
人
で
審
判
員
の
自
宅

に
出
向
き
大
会
当
日
の
審
判
を
依

頼
し
た
。
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第
６
回
横
綱
大
会
の
と
き
は
、

青
壮
年
団
に
加
入
し
た
ば
か
り

で
、
先
輩
か
ら
の
指
示
で
準
備
や

運
営
を
し
て
い
た
。
今
年
１
月
の

総
会
で
団
長
に
就
任
し
た
と
き
か

ら
、
横
綱
大
会
へ
の
緊
張
を
感
じ

て
い
た
高
橋
さ
ん
は
、「
失
敗
は

で
き
な
い
。
ま
と
め
役
と
し
て
周

り
の
期
待
に
応
え
た
い
」と
話
す
。

　

今
は
団
長
と
し
て
の
責
任
を
自

覚
し
、大
会
に
向
け
て
取
り
組
む
。

10
年
間
の
大
関
が
集
ま
り
、観
客
、

大
会
へ
の
出
場
者
、
青
壮
年
団
の

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
大

会
で
、「
今
ま
で
の
横
綱
大
会
で

の
白
熱
し
た
戦
い
を
再
現
し
、
み

ん
な
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
」

と
出
場
者
に
エ
ー
ル
を
送
る
。
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過
去
10
年
間
の
歴
代
大
関
の
中

か
ら
１
組
の
横
綱
を
決
め
る

横
綱
大
会
。
第
80
回
県
下
太
鼓
打
競

技
大
会
の
準
決
勝
と
決
勝
の
合
間
に

第
７
回
横
綱
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
伝
統
と
歴
史
の
大
会
に
、
選

ば
れ
た
も
の
し
か
立
つ
こ
と
の
で
き

な
い
横
綱
大
会
に
は
、
第
70
回
大
会

（
平
成
14
年
）
か
ら
第
79
回
大
会
（
平

成
23
年
）
ま
で
の
歴
代
大
関
が
出
場

し
た
。

　

第
80
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
の

準
決
勝
が
終
わ
る
と
、
高
浜
青
壮
年

団
に
よ
る
横
綱
大
会
開
始
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
流
れ
、
続
々
と
歴
代
大
関
が

集
ま
り
、
競
技
台
横
に
並
ん
だ
。
会

場
は
次
第
に
緊
張
と
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
っ
た
。

~ 栄冠は、山崎・小畑組（鵜浦豊年力太鼓・七尾）の手に ~

第 76 代大関
中家 功・天井 誠  組（志賀疾風太鼓）

第 74 代大関
本谷 博・谷 政彦  組（志賀疾風太鼓）

第 75 代大関
安田 真也・池田 純  組（志賀天友太鼓）

第 73 代大関・第７代横綱
山崎 朋亮・小畑 賢吾  組
　　　　　　　　（鵜浦豊年力太鼓）

▲横綱大会前にバチを選ぶ歴代大関

第７回横綱大会第７回横綱大会
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打
ち
込
み
時
間
は
２
分
30
秒
の
１

回
限
り
の
勝
負
。
本
番
前
に
45
秒
間

の
小
手
調
べ
で
太
鼓
を
た
た
き
込
ん

だ
あ
と
、
横
綱
大
会
が
始
ま
っ
た
。

出
場
す
る
10
組
の
う
ち
１
組
が
欠

場
。
９
組
で
の
戦
い
と
な
る
中
、
ど

の
組
も
横
綱
に
選
ば
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
、
横
綱
に
ふ
さ
わ
し
い
太
鼓

を
披
露
し
た
。
強
弱
を
付
け
て
打
ち

込
む
大
バ
イ
と
正
確
な
リ
ズ
ム
を
刻

む
小
バ
イ
の
２
人
が
息
を
揃
え
、
迫

力
あ
る
打
ち
込
み
を
し
、
境
内
で
見

守
る
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

結
果
、第
73
代
大
関
の
山
崎
朋
亮
・

小
畑
賢
吾
組
（
七
尾
・
鵜
浦
豊
年
太

鼓
）
が
第
７
代
横
綱
の
栄
冠
を
手
に

し
、
長
い
歴
史
に
新
し
い
名
を
刻
ん

だ
。

第 70代大関
谷内 雅人・今川 義孝  組（封戸太鼓）

第 78 代大関
谷口 衛・中谷 英春  組（志賀豊年力太鼓）

▲青壮年団が打ち込み時間を正確に計る

受賞年 歴代大関 大バイ 小バイ 団体名 受賞年 歴代大関 大バイ 小バイ 団体名
平成14年 第70代 谷内　雅人 今川　義孝 封戸太鼓（志賀町） 平成19年 第75代 安田　真也 池田　　純 志賀天友太鼓（志賀町）

平成15年 第71代 葛原　伸二 浜下　敏行 香島津太鼓(七尾市） 平成20年 第76代 中家　　功 天井　　誠 志賀疾風太鼓（志賀町）

平成16年 第72代 垣越　昭一 力野　　満 鵜浦豊年力太鼓（七尾市） 平成21年 第77代 杉原　誠也 石黒　敏之 石崎豊年太鼓（七尾市）

平成17年 第73代 山崎　朋亮 小畑　賢吾 鵜浦豊年力太鼓（七尾市） 平成22年 第78代 谷口　　衛 中谷　英春 志賀豊年力太鼓（志賀町）

平成18年 第74代 本谷　　博 谷　　政彦 志賀疾風太鼓（志賀町） 平成23年 第79代 松平　武男 石倉　大作 西湊鬼楽太鼓（七尾市）

第７回横綱大会出場　歴代大関
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―
今
回
、
横
綱
を
獲
得
し
て
大
バ

―
今
回
、
横
綱
を
獲
得
し
て
大
バ

イ
か
ら
小
バ
イ
へ
、
小
バ
イ
か
ら

イ
か
ら
小
バ
イ
へ
、
小
バ
イ
か
ら

大
バ
イ
へ
伝
え
る
感
謝
の
気
持
ち
は

大
バ
イ
へ
伝
え
る
感
謝
の
気
持
ち
は

山
崎
山
崎　　

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い

ほ
ど
感
謝
し
て
い
る
。
あ
え
て
一

ほ
ど
感
謝
し
て
い
る
。
あ
え
て
一

言
で
い
う
う
な
ら「
あ
り
が
と
う
」

言
で
い
う
う
な
ら「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
の
み
。

の
一
言
の
み
。

小
畑
小
畑　　

一
緒
に
や
っ
て
き
て
よ
か

一
緒
に
や
っ
て
き
て
よ
か

っ
た
。ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。

っ
た
。ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。

―
来
年
の
大
会
か
ら
は
審
査
員
の

―
来
年
の
大
会
か
ら
は
審
査
員
の

立
場
だ
が

立
場
だ
が

山
崎
山
崎　　

2020
年
間
し
っ
か
り
と
審
査

年
間
し
っ
か
り
と
審
査

員
と
し
て
勤
め
て
太
鼓
に
精
進
し

員
と
し
て
勤
め
て
太
鼓
に
精
進
し

て
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

小
畑
小
畑　　

健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら

健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら

審
判
員
と
し
て
の
激
務
を
こ
な
せ

審
判
員
と
し
て
の
激
務
を
こ
な
せ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

第 80回　県下太鼓打競技大会成績
賞 チーム名 大バイ 小バイ

大　関 仏木組 B（志賀町） 山澤　強志 平木　賢一
関　脇 天友組（志賀町） 黒田　和行 東山　明雄
小　結 大田陣太鼓（七尾市） 森田　浩一 寅松　和也
番外一等 冨木八幡太鼓保存会 A（志賀町）屋敷　和正 中棚祥一郎
番外二等 冨木神幸太鼓 A（志賀町） 丸山真希男 宅田　欣央
番外三等 徳田組（志賀町） 茨木　忠和 谷内　憲幸
敢闘賞 志賀豊年力太鼓 A（志賀町）中泉　貴臣 篠原　浩幸
敢闘賞 石崎豊年太鼓D（七尾市） 中西　竜次 宮崎　　充
敢闘賞 輪島和太鼓  虎之介 F（輪島市）二木　雅也 出坂　孝志
特別賞 矢駄井坂太鼓（志賀町） 井坂　　学 井坂　　剛
特別賞 七尾・香島津太鼓 A（七尾市）渡　　智紀 中西　瑞樹
特別賞 輪島和太鼓  虎之介 B（輪島市）与畑　拓哉 浜岸富士鷹

第80回　県下太鼓打競技大会
　

第
80
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大

会
に
は
、
地
元
志
賀
町
を
は
じ

め
七
尾
や
輪
島
か
ら
49
組
が
出

場
し
た
。１
回
戦
か
ら
３
回
戦
、

準
決
勝
、
決
勝
と
戦
い
、
太
鼓

へ
の
打
ち
込
み
や
芸
、
調
子
な

ど
を
競
っ
た
。
決
勝
に
残
っ
た

９
組
か
ら
、
山
澤
強
志
・
平
木

賢
一
組
（
仏
木
組
Ｂ
）
が
第
80

代
大
関
の
座
に
輝
い
た
。

▼第 80 代大関に輝いた山澤（左）・平木（右）組（仏木組Ｂ）

◀
上
位
入
賞
（
大
関
・
関
脇
・
小
結
）

し
た
皆
さ
ん

　15 年、大バイ・小バイとして組み、第７代横綱の栄冠　15 年、大バイ・小バイとして組み、第７代横綱の栄冠
を手にした山崎朋亮を手にした山崎朋亮（大バイ）（大バイ）・小畑賢吾・小畑賢吾（小バイ）（小バイ）組（鵜浦組（鵜浦
豊年力太鼓）に喜びの声を聞いた。豊年力太鼓）に喜びの声を聞いた。

―
横
綱
を
と
っ
た
感
想

―
横
綱
を
と
っ
た
感
想

山
崎
・
小
畑

山
崎
・
小
畑　　

大
関
大
関

を
獲
得
し
た
７
年
前

を
獲
得
し
た
７
年
前

か
ら
横
綱
大
会
に
向

か
ら
横
綱
大
会
に
向

け
て
、
練
習
を
重
ね

け
て
、
練
習
を
重
ね

た
。
今
ま
で
し
て
き

た
。
今
ま
で
し
て
き

た
太
鼓
の
集
大
成
と

た
太
鼓
の
集
大
成
と

し
て
横
綱
を
と
れ
て

し
て
横
綱
を
と
れ
て

う
れ
し
い
。
練
習
の

う
れ
し
い
。
練
習
の

呪
縛
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
気

呪
縛
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
気

持
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

持
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

―
練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
た
か

―
練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
た
か

山
崎
・
小
畑

山
崎
・
小
畑　　

嫌
に
な
る
く
ら
い

嫌
に
な
る
く
ら
い

練
習
し
た
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

練
習
し
た
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
練
習
し
て
こ
こ

く
練
習
し
て
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
。

ま
で
こ
れ
た
。

―
大
観
衆
の
中
の

―
大
観
衆
の
中
の

横
綱
大
会
で
た
た

横
綱
大
会
で
た
た

く
太
鼓
は
ど
う
で

く
太
鼓
は
ど
う
で

し
た
か

し
た
か

山
崎
山
崎　　

応
援
し
て

応
援
し
て

く
れ
た
人
に
感
謝
。

く
れ
た
人
に
感
謝
。

小
畑
小
畑　　

周
り
の
み

周
り
の
み

ん
な
に
助
け
ら
れ

ん
な
に
助
け
ら
れ

て
た
た
く
こ
と
が

て
た
た
く
こ
と
が

で
き
た
。

で
き
た
。

第７代横綱・山崎・小畑組第７代横綱・山崎・小畑組
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今
年
も
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
が

終
わ
っ
た
。第
７
代
横
綱
が
誕
生
し
、

第
５
代
横
綱
が
審
判
員
を
勇
退
。
歴

史
的
な
瞬
間
を
迎
え
た
今
大
会
は
80

回
を
数
え
る
。
７
組
の
横
綱
と
80
組

の
大
関
が
誕
生
し
、
数
多
く
の
太
鼓

が
大
会
で
披
露
さ
れ
て
き
た
。

　

大
関
を
目
指
し
て
太
鼓
を
た
た
き

続
け
、
新
た
に
頂
点
を
極
め
た
い
太

鼓
打
ち
が
集
う
県
下
太
鼓
打
競
技
大

会
横
綱
大
会
が
10
年
後
に
ま
た
開
催

さ
れ
る
。

広報しか 9
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高浜町

岡田　大和くん

西山台

海老口  優衣ちゃん

倉垣

谷内　煌生くん

町居

安田　葉暖ちゃん

高浜町

北口　知樹くん

高浜町

中谷　陽春ちゃん
小浦

堺　粧裕ちゃん

西山台

川上　蒼太くん

倉垣

山崎　愛依ちゃん

富来領家町

岡　知花ちゃん

代田

山田   莞太郎くん

矢駄

泉　魁翔くん
二所宮

坊城　紗智ちゃん

八幡座主

竹田　千優ちゃん

高浜町

権田　采実ちゃん

上野

井戸川  桃菜ちゃん

赤住

久田　陸翔くん

印内

濱　麗葉ちゃん

上棚

原田　獅友くん

富来高田

川端　志麻ちゃん

仏木

田渕  湊太郎くん

倉垣

板倉　一真くん

福野

田中　亜美ちゃん

酒見

飲  信太朗くん

平成24年８月９日、平成24年８月23日の健診分

ボ
ク
た
ち

ワ
タ
シ
た
ち

む
し
歯
が

な
い
ん
だ
よ
。

た
ち

シ
た
ち
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7 区
とぎ温泉センター入口
高校・一般女子

1.1㎞

第７回志賀町駅伝競争大会コース

１区
役場富来支所

（スタート／ゴール）
小学生女子 1.3㎞

２区
北國新聞富来支局前
小学生男子
1.3㎞

３区
丸山鈑金前
小学生女子
1.2㎞

6 区
中浜バス停
中学生女子
２㎞

10 区
久喜バス停

一般男子（30 歳以上）
2.2㎞

４区
貝田西入口
中学生男子

２㎞

5 区
とぎ保育園入口
小学生男子
1.4㎞

8 区
県漁連西海支所前
中学生男子
2.2㎞

9 区
千ノ浦バス停
高校・一般女子

1.2㎞

11 区
ｺﾐｭﾆﾃｨｰ赤崎上出

バス停
中学生女子
1.7㎞

12 区
ＪＡ野菜集荷場跡前

（鹿頭）
高校生男子
2.3㎞

13 区
実験農場入口

一般男子（30 歳未満）
２㎞

14 区
富来地域福祉センター

公園入口
高校生男子
2.7㎞

全長24.6㎞

志賀町駅伝
競走大会

第
７
回

10/8
体育の日

沿道でのご声援を
皆さんよろしくお願いします。

役場富来支所役場富来支所
9：30 スタート9：30 スタート

　選手応援のための車両による伴走は大会要項で禁止しています。大会運営の支障になり、交通事故の可
能性も高くなりますので、絶対にやめてください。

※大会運営中、各中継所は大変混雑が予想されます。付近の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、円滑な大会運営にご協力※大会運営中、各中継所は大変混雑が予想されます。付近の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、円滑な大会運営にご協力
をよろしくお願いします。をよろしくお願いします。

　今年のコースは、富来地域をほぼ一周しゴールを目指します。　今年のコースは、富来地域をほぼ一周しゴールを目指します。
スタート・ゴールは役場富来支所となり、全 14 区間にわたって、たすきをつなぎます。スタート・ゴールは役場富来支所となり、全 14 区間にわたって、たすきをつなぎます。今年の優勝旗を勝ち取る今年の優勝旗を勝ち取る
のはどのチームでしょうか⁉のはどのチームでしょうか⁉

【駅伝競走大会参加チーム】
①加茂・下甘田　②熊野・上熊野　③西海・西浦　④増　穂
⑤富来・稗造（前年度優勝）　⑥土　田（前年度準優勝）　⑦志加浦
⑧堀　松　⑨高　浜　⑩中甘田　⑪福　浦
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　旭日単光章を受章された元志賀町議会議員の故・橋幸男
氏の叙勲伝達式が８月27日（月）に行われ、長男の橋映吾
さんに小泉町長から勲記と勲章が手渡されました。
　橋さんは、昭和58年に町議会議員に当選以来、平成15
年の10月までの５期20年の間、議会議長や教育民生、総
務常任委員会委員長、志賀町商工会理事などを歴任しまし
た。その間、福祉・教育環境の向上や議員定数条例改正の
実現、旧志賀町と旧富来町との合併に際しての両町議会の
合意形成に尽力するなど、志賀町の発展に大きく貢献しま
した。

　第14回子供太鼓打競技富来大会が９月１日（土）に富来地頭町の建部神社で、第20回大念寺子供太鼓打競技大会が９月
15日（土）に高浜町の大念寺八幡神社でそれぞれ行われました。
　両大会には、地元志賀町の太鼓教室をはじめ、輪島や七尾、富山県の氷見市などから小中学生が集まり、富来大会には
105組、大念寺大会では140組が出場しました。大バイと小バイの２人１組で強弱をつけて太鼓を打ち鳴らし、大人顔負
けの勇ましい掛け声や華麗なバチさばきで太鼓演技をして会場を魅了していました。
　両大会の最高位である富来大会中学生の部・大関と、大念寺大会・横綱には、岡本晃一君・橋野拓郎君（富来増穂太鼓）
が輝き、２大会を制覇しました。その他の成績は次のとおりです。

　◆第14回子供太鼓打競技富来大会

中学生の部
・関　脇：西ケ谷内大成・高彪斗（増穂太鼓）
・技能賞：向井菜緒・平山彩七（大念寺八幡鼓友）

小学校高学年の部
・関　脇：仕入柚奈・山寺桃華（富来少年八幡）
・小　結：今川大宙・板倉佑（加茂）
・殊勲賞：西田遥香・松若怜奈（大念寺八幡鼓友）
・敢闘賞：高侑衣那・福塚遥（増穂少年八幡）
・番外３等：道辻あいみ・谷内幸帆（土田子供）
・番外４等：高嶋桃羽・木坂有希（大念寺八幡鼓友）
・番外４等：石田晴海・竹田愛梨（増穂少年八幡）

小泉町長から勲記と勲章を受け取った橋映吾さん

２大会を制した岡本・橋野組（建部神社での富来大会） 大念寺大会で上位入賞した皆さん

故 橋幸男氏に旭日単光章

神社境内に子供太鼓の音が響き渡る

地方自治への功績が認められる

第 14回子供太鼓打競技富来大会・第 20回大念寺子供太鼓競技大会 

小学校低学年の部
・優　勝：福塚悠人・酒井愛香（増穂少年八幡）
・３　位：平山祐雅・名山幸那（大念寺八幡鼓友）
・４　位：西村吉平・高島夕莉（大念寺八幡鼓友）
・５　位：谷内幸帆・山澤未優（土田子供）

　◆第20回大念寺子供太鼓打競技大会

・小　結：中家佑斗・森井敦也（志賀疾風志童）
・番外１等：道辻宗祈・平沢実哉弥（大念寺八幡鼓友）
・番外３等：向井菜緒・平山彩七（大念寺八幡鼓友）
・敢闘賞：本谷広輝・本谷隆晃（志賀疾風志童）
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　ベアリング（軸受け）製造大手のNTN㈱が、９月６日（木）
に堀松工場団地でNTN志賀製作所の起工式を行いました。
　新工場は、延べ床面積約3,360平方メートルで、既存の
工場に隣接して建設されます。新たに10数人の従業員を雇
用する予定で、高精度鍛造品の生産能力を強化し、世界各
地の需要に対応します。
　鈴木泰信会長は「地域で生かしていただくよう会社とし
て努力する。能登を拠点に世界へ向けて製品を発信したい」
と述べ、小泉町長は「新工場建設は志賀町の雇用の創出に
つながり町がより一層元気になる」と話しました。

　志賀町地域交流センターで、９月11日（火）に第２回「一次
救命処置技術指導会」が開催されました。
　AED（自動体外式除細動器）を設置している羽咋郡市の16
事業所が２人１組で参加しました。50歳代男性が玄関フロ
アで倒れている想定のもと、一連の救命処置の行動について、
119番通報や人口呼吸、心臓マッサージやAEDの使用など、
迅速性や的確性を競いあいました。成績は次のとおりです。
・最優秀賞　特別養護老人ホームはまなす園（志賀町）
・優秀賞　　株式会社ハクイ村田製作所（羽咋市）
・敢闘賞　　国立能登青少年交流の家（羽咋市）

　ますほ保育園の園庭にある畳３畳分の水田で、５月に苗
植えしたコシヒカリが収穫を迎え、９月18日（火）に年長
のきりん組12人が稲刈りを行いました。
　収穫を前に室津久美園長が刈り方の実演をしたあと、園
児たちは鎌を使い、一生懸命刈り取りとっていました。園
児は「稲がチクチクしていたが、楽しかった」と話し、自分
たちの力で行った稲刈りに満足していた様子でした。
　この日刈り取ったコシヒカリは、脱穀したあと、園内に
植えてある野菜の収穫祭と合わせて、おにぎりパーティな
どを行う予定です。

　高浜小学校６年生の小松聖華さんが、８月に横浜スタジ
アムで行われた第28回全国小学生陸上競技大会の女子ソ
フトボール投に出場し、８位入賞を果たしました。９月
10日（月）に役場を訪れ、穴田教育長に入賞を報告しました。
　全国大会での成績は59.96メートルで、練習で出した自
己ベスト記録の66メートルには及びませんでしたが、小
松さんは「この経験を生かしてこれからもがんばりたいで
す」と話し、穴田教育長は「努力すればいい記録が残るので
勉強にもスポーツにもこれからより一層励んでください」
と激励しました。

入賞の喜びを教育長に話した小松さん

救命処置に取り組む参加者

起工式に出席し製品の説明を受ける

鎌で稲を刈り取る保育園児

全国陸上大会で８位入賞

NTNの新工場が起工式

救命率の向上を目指して

ますほ保育園で稲刈り

教育長に入賞報告

NTN志賀製作所

第２回「一次救命処置技術指導会」

お米の神様ありがとう
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障害者虐待防止法が施行
（10月１日から）

　家庭や施設、職場などで障がい者への虐待を発見し
た人は、行政機関などへ速やかに通報することが義務
付けられました。

虐待の種類　　～　こんなことが虐待です　～

・身体的虐待　　殴ったり蹴ったりする。不要な薬を飲ませたりすること。

・性 的 虐 待　　無理やりわいせつなことをしたり、させたりすること。

・心理的虐待　　暴言や拒絶的な態度で精神的な苦痛を与えること

・ネグレクト　　食事や入浴など、身の回りのことをしない。学校にいかせないなど。

・経済的虐待　　お金を渡さない。本人の財産を同意なしに処分するなど。

　町では、障害者虐待防止センターを設置し、障害者虐待に関わる通報や届出支援の相談に応じます。

　　「障害者虐待防止センター」健康福祉課　　☎ 32-9131（平日　8:30~17:15）　☎ 32-1111（夜間、土日祝日）

印鑑登録証（カード）の引き換えは済んでいますか？
　平成 17 年の旧志賀町と旧富来町の合併に伴い、印鑑登録証（カード）の様式が変更されています。従前の古い
カードは使用できませんので、まだ、新しい印鑑登録証（カード）に引き換えされていない人は、大変お手数です
が、お早めに引き換え手続きをお願いします。

◆引き換え手続きに必要なもの

お持ちいただくもの 本人が来庁の場合 代理人が来庁の場合

印鑑（認印） ○ ○

印鑑登録証（カード） ○ ○

本人確認ができるもの（※１） ○
本人名義のもの

○
申請者名義のもの

申請書兼受領書 兼 委任状（※２） ○ ○

※１「本人確認ができるもの」…
　　「運転免許証」など公的機関が発行した顔写真
入りの身分証明書などをお持ちください。

※２　「申請書兼受領書 兼 委任状」…
　　住民課または富来支所の総合窓口にあります。
　　「委任状」欄は、別世帯の人が窓口に来庁され
る場合に必要となります。また、委任状には、登
録されている印鑑の押印が必要です。

印鑑登録証（カード）　（旧志賀町）

印鑑登録証（カード）　（旧富来町）

新しい印鑑登録証（カード）

問住民課　戸籍住民窓口担当　☎32-1111　　富来支所　総合窓口　☎42-1111

※　この引き換えに伴う手数料は、無料です！

➡➡

➡➡
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　衣の材料を混ぜ合わせておく。

　さつまいも、ごぼう、人参は細切り
にする。さつまいも、ごぼうは水にさ
らす。玉ね
ぎはスライ
ス、水菜は
3 ～ 4 ㎝ の
長さに切る。

　ボウルに水気を切った野菜を入れ、
分量外の薄力
粉を野菜にま
ぶす。そこに
②を入れ野菜
と合わせる。

　大きめのフライパンに油を入れ、
170℃位に温めたら③を穴あきお玉

に１杯ず
つ入れ揚
げる。

　きつね色になったら裏返し、色よ
く揚げる。

①

■材料／４人分
さつまいも １/４本 （衣） （天つゆ）
ごぼう １/２本 薄力粉 大さじ８ だし汁 １/２カップ
人参 １/３本 ベーキングパウダー 小さじ１ みりん 大さじ１、１/３
玉ねぎ 小１個 マヨネーズ 大さじ２ しょうゆ 大さじ１、１/３
水菜 １/４袋 冷水 １/２カップ

427Kcal
塩分1.2g
【１人分】

②
③

④

⑤

《今月の旬食材“さつまいも”》《今月の旬食材“さつまいも”》

　さつまいもの旬は９～ 11 月。
食物繊維とカリウムを多く含み
ます。さらに、ポリフェノール
や加熱にも強い性質をもつビタ
ミンＣも含まれています。寒さ
に弱いので、15℃くらいの場所
で保存しましょう。

今月は ･･･

しかチャンネルで
放送中‼

でで
‼‼‼

野菜たっぷりかき揚げ野菜たっぷりかき揚げ
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　志賀町では、平成22年３月に策定した「地球温暖化対策実行計画」に基づき、平成20年度を基準
として、平成26年度までに志賀町役場の事務および事業から排出される二酸化炭素排出量を３％

削減することを目標としています。
　今回は平成23年度の調査結果についてお知らせします。

志賀町地球温暖化対策実行計画に基づく

平成 23年度温室効果ガス排出量調査の結果報告
目　標
３％削減

※二酸化炭素排出量の算定については、CO2 排出係数（使
用電力量当たりの CO2 排出量）が変更されたため、平成
23 年度の排出量は 3,892t-CO2 になりました。

　　変更前の排出係数で算定すると、総排出量は 6,790t-CO2
となり、3.87%の減となります。

　今後も実行計画で定めた目標の達成に向け、燃料節約・
節電などの取り組みを職員で推進し、さらなる二酸化炭
素の排出削減に努めます。

問総務課　☎32-9311

【連絡先】石川県警察本部　☎＃9110　または最寄りの警察署

二酸化炭素総排出量の推移（単位：t-CO ２）

☎息子や孫をかたる
オレオレ詐欺！

振り込め詐欺
などの手口

被害件数　23件　被害額約　2,700万円 被害件数　15件　被害額約１億3,000万円

振り込め詐欺被害の状況 未公開株等取引を装った詐欺被害の状況

振り込め詐欺などが多発しています。注意してください！

☎役場職員などをかたる
還付金詐欺！

☎未公開株などの
取引を装った詐欺！

対策 家族や知人、警察などにまず相談！　在宅中でも留守番電話設定を！
▶
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志
賀
町
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　・志賀町子育て支援課　☎ 32-9122　・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

虐
待
が子

ど
も
に
及
ぼ
す
影
響

介護用ベッドを無料で譲ります

　問社会福祉法人はまなす会庶務係　☎32-3888

　はまなす園で使用しているベッドの一部入れ替えに伴い、不要
になったベッドを無料で譲ります。
◇ベッドのタイプ　介護用ベッド
　　　　　　　　　　　　　手動式調整機能（高さ、背・足上げ）

◇申込締切　10 月 19 日（金）（※引渡し期日は申込者に伝えます）

◇申込方法　電話で申し込んでください。（平日９時～ 17 時）

河川で「サケ（鮭）」の採捕はできません

　問農林水産課　☎32-9224

　河川で「サケ（鮭）」をとることは、水産資源保護法により禁止
されています。違反すると罰則が科せられることがあります。
　サケが河川に帰ってくるのは、地域の
皆さんがきれいな河川環境を実現するた
めに努力されてきた結果です。温かく見
守ってください。

聴覚障害者健康講座　受講者募集

　問志賀町社会福祉協議会　志賀支所　☎32-1363　℻32-3277

聴覚に障がいのある人を対象に健康講座を開催します

花苗を差し上げます
　問生涯学習センター（文化ホール内）
　　　　　　　　　　　　☎32-2970　℻32-3011

　心豊かな生活環境づくりを推進するため、
町民による花づくり事業を実施しています。
この事業に賛同し、自ら花づくりに取り組み、
花いっぱいの明るい志賀町を目指す団体・グ
ループなどに対し、花苗を差し上げます。

○配布対象　　地域団体、各種団体、学校、
　　　　　　　保育園、公民館、そのほか一
　　　　　　　般町民のグループおよび企業
○花植場所　　沿道・コミュニティー施設前、
　　　　　　　地域のバス停など
○花苗種類　　マリーゴールド、サルビアな
　　　　　　　ど比較的に育てやすい花苗を
　　　　　　　予定しています。
○申込方法　　生涯学習センター（文化ホー
　　　　　　　ル内）に備え付けの花苗申込
　　　　　　　書を生涯学習センターまで提
　　　　　　　出してください。
○提出締切　　10 月 31 日（水）
○配布決定　　後日、代表者に配布決定通知
　　　　　　　書を送付します。
○配布年度　　平成 25 年度
※花苗の配布数には限りがあります。希望数
に沿えない場合がありますので、ご了承くだ
さい。
※花の植え付け、水やりなどの日常管理は、
それぞれが責任を持って行ってください。

日　時 場　所 内　容
10 月 11 日 ( 木 )
13:30 ～ 15:00

保健福祉センター
健康教室

「高血圧予防について」
10 月 11 日 ( 木 )
10:00 ～ 11:30

保健福祉センター
家庭でできる
筋力アップ体操

11 月８日 ( 木 )
13:30 ～ 15:00

保健福祉センター
栄養教室

「減塩食について」
11 月 15 日 ( 木 )
14:00 ～ 15:30

シ ･ オン シ ･オンで水中運動

※全ての講座に手話通訳者がつきます。

◇対　象：聴覚に障がいのある人

◇参加費：無料

①
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こ
と
に

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
護

者
に
よ
る
一
方
的
な
子
ど
も
へ
の
虐
待

は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

「
関
係
者
の
た
め
の
子
ど
も
虐
待
防
止

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
石
川
県
）」
よ
り
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「
こ
ん
に
ち
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
」

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎
32-

９
１
３
２

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
と
は
、
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ

た
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
上
で

支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

85
歳
以
上
で
は
、
４
人
に
１
人
が
認
知
症
状
（
ひ
ど
い

物
忘
れ
、
判
断
力
・
理
解
力
の
低
下
な
ど
）
で
、
今
後
20

年
で
そ
の
数
が
倍
増
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
志
賀
町

の
介
護
認
定
者
（
平
成
24
年
７
月
認
定
）
を
見
て
も
３
割

近
く
の
人
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
な
り

う
る
病
気
で
す
。

☆
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

〜
生
活
習
慣
の
改
善
が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
〜　

　

・
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
家
事
な
ど

　

・
脳
を
活
性
化
す
る
活
動
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
　

カ
ラ
オ
ケ
や
工
作
、
俳
句
な
ど
の
趣
味
を
持
つ
。

　
　
　

家
族
や
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む

　

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う

　
　
　

野
菜
や
青
魚
な
ど
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

　

認
知
症
の
中
に
は
、
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
で
症
状

を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
の
利
用
や
皆
さ
ん
の
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
や
支
援
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
く

こ
と
も
可
能
で
す
。「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」「
も
の
忘
れ

の
ひ
ど
い
親
の
介
護
…
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
認

知
症
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

第24回　マタニティサロン開催　

日 時　間 内　容

10月13日㈯ 13時30分～ 15時
「いい子に育つ！ 6000回のおむつがえ」

おむつがえは、赤ちゃんの心と触れ合う絶好のチャンス！！
　講師　小門前　二三江　（当園保育士、日本抱っこ法協会上級援助者）

10月20日㈯ 13時30分～ 15時 「ママからのプレゼント」　愛情いっぱいの腹這いマットを作ります。

10月27日㈯ 13時30分～ 15時20分
「子どもの心に寄り添って」～見守り支え合う社会を目指して～
　講師　柳下　道子 氏　（石川療育センター院長）

※マタニティ、保護者、地域の人、どなたでも参加できます。

◇　対　象　　現在妊娠している人、赤ちゃんを望んでいる人
◇　会　費　　無　料
◇　会　場　　社会福祉法人  志賀町乳幼児保育園　志賀町末吉旧水１番地

☆主催・申し込み先　志賀町乳幼児保育園　☎ 32-2640

　胎内で育まれている小さな命。お母さんと赤ちゃんのコミュニケーションはもうこの時から始
まっています。赤ちゃんとの絆を深めながら友達の輪を広げ、楽しいひと時を過ごしませんか。

　予防接種法に基づき、季節性インフルエンザの発病・重症化防止を目的に、65 歳以上の高齢者を対象に予防接種を
実施します。

【対 象 者】　予防接種を受ける義務はなく、希望する人のみ接種することができます。
　・満 65 歳以上の人
　・心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人（満 60～ 65 歳未満）
【接種期間】　10 月１日（月）～ 12 月 28 日（金）
【自己負担】　1,000 円（ただし、生活保護世帯の人は、助成されますので事前に保健福祉センターに申請してください）
【接種方法】
　申し込みは不要です。対象者全員に「接種券・予診票」を配布しますので、配布された接種券・予診票（表裏１枚）
と健康手帳を持って、接種協力医療機関で接種してください。接種協力医療機関については、配布された案内をご覧く
ださい。

問保健福祉センター　☎32-0339

インフルエンザ予防接種のお知らせ

（石川サンケン志賀工場裏手）
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てんと市

◆日　時　 10月23日㈫　　　　　
　　　　　  ８時30分～ 11時00分
◆場　所　   道の駅「旬菜館」前
※みなさんのお越しをお待ちしています。

問農林水産課　☎32-9221

志賀町社会福祉協議会から
寄付のお知らせ

◆高浜町の有限会社大生地建様か
ら、福祉向上に100,000円

日本赤十字社石川県支部にご加入い
ただきました
◆中谷　雪美様（高浜町）特別社員
◆橋　美代子様（三　明）特別社員

善意の花

催し物

募　集

平成25年度訓練生募集

　普通課程訓練生を募集します。
◆訓練科目・定員・期間
   ・自動車整備科　30人
　  ㍻25年４月８日㈪～
　　 ㍻27年３月13日㈮の２年間
  ・計測制御技術料　10人
　  ㍻25年４月８日㈪～
　　 ㍻26年３月14日㈮の１年間
◆応募期間　10月１日㈪～ 31日㈬
問石川県立七尾産業技術専門校

 ☎0767-52-3159

聴覚障害者の皆さんへ

　手話通訳・要約筆記通訳のできる

職員を本庁・健康福祉課に配属しま

した。手話や要約筆記による相談、

行政手続きなどに対応しますので、

どうぞお気軽に利用してください。

　設置日時は次のとおりです。
◆健康福祉課
　毎週㈪～㈮　８時30分～ 17時15分
　※富来支所対応日を除く。
◆富来支所総合窓口
　10月３日㈬・17日㈬　14時～ 16時
問健康福祉課　☎32-9131

古着のリフォ－ム教室（第５回）

◆内　容　古着を使って小物を作
り、ごみを出さない工夫と布の有
効利用を図る。
◆日　時　10月13日㈯　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　15人
◆参加費　700円
◆持ち物　古着の布１枚、裁縫道具
◆講　師　原田洋子氏
◆申込期間　10月５日㈮～ 12日㈮
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

エコクッキング教室（第５回）

◆内　容　料理をとおして、ごみ
を出さない工夫や出たごみの分別
の仕方を学ぶ。
◆日　時　10月21日㈰　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　20人
◆参加費　1,000円
◆持ち物　エプロン、三角巾、箸
◆講　師　室谷加代子
◆申込期間　10月５日㈮～ 18日㈭
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

県下志賀町将棋大会

◆日　時　10月14日㈰
　　　　　９時受付　10時開始
◆場　所　志賀町文化ホール小ホール
◆競　技　Ａ・Ｂ級　４人１組リーグ戦
　　　　　２勝：決勝トーナメントへ

　　　　　２敗：二部トーナメントへ

◆会　費　2,000円（昼食付）
　　　　　※中学生以下は1,000円

問志賀町将棋愛好会　越後
　　　　　　　☎090-9448-1537

花のミュージアムフローリィ

＊＊＊教　室＊＊＊
☆フラワーアレンジ教室「ハロウィン」

　生花をハロウィン風にアレンジ
◆日　時　10月６日㈯  13時30分～
◆参加費　2,000円
◆講　師　隈部広美 氏
◆募集締切　10月３日㈬

＊＊＊イベント＊＊＊
☆『フローリィ de 宝探し』

　お化けカボチャを探してプレゼン

トがもらえる！
◆日　時
10月６日㈯・７日㈰・８日㈪㈷

20日㈯・21日㈰・27日㈯・28日㈰
(各日先着30人・小学生以下)

☆ ハロウィンの合言葉で
プレゼントをゲット！

◆日　時　10月20日㈯・21日㈰
◆日　時　10月27日㈯・28日㈰

　　  (各日先着250人)

☆『ハロウィンコンサート』
　ハロウィンコスチュームでの金管
五重奏の演奏会
◆日　時　10月27日㈯  13時30分～

☆『グラスハープ演奏会』
◆日　時　10月28日㈰　14時～
◆演奏者　ふぁるべ

☆ギャラリー展示出品者募集

　趣味やグループ教室の作品をフ
ローリィの館内で展示してみません
か？

問花のミュージアム　フローリィ　
　　　　　　　　　　☎32-8787
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納税のお知らせ

Town Infomation

情報パーク情報パーク

今月の窓口延長業務

　住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明
などの発行業務
◆日　時　10月６日㈯・13日㈯
　　　　　　　20日㈯・27日㈯　
　　　　　　　　９時～ 12時30分
(注意)窓口延長業務は本庁舎の住
民課窓口での取り扱いとなります。
諸証明発行業務で一部取り扱いで
きない業務もあります。事前に電
話などで確認の上、窓口にお越し
ください。
問住民課　☎32-9121

お知らせ

・町県民税　第３期
・国民健康保険税　第４期
・後期高齢者保険料　第７期
・介護保険料　第４期

納期限は10月31日（水）です。

総合相談（無料）

　総合相談所を町内２カ所で開設
します。どちらの地域でも相談で
きます。お気軽にお越しください。
※秘密は厳守します。
◆相談員　行政相談委員、人権擁
護委員、民生・児童委員、司法書士、
法務局の方々が相談に応じます。
＜志賀地域＞
◆と　き　10月12日㈮　10時～ 15時
◆ところ　志賀町文化ホール２階
問志賀町社会福祉協議会志賀支所
☎32-1363
＜富来地域＞
◆と　き　10月10日㈬　10時～ 15時
◆ところ　富来行政センター２階
　　　　　201会議室
問志賀町社会福祉協議会　☎42-2545

ひとり親家庭相談

　自立支援員が相談に応じています。
　くらしのこと、子どものこと、貸
付金のこと、就職のことなど、どん
なことでもお気軽に相談ください。
◆日　時　10月25日㈭
　　　　　10時～ 15時
　※毎月第４木曜日
◆場　所　役場本庁舎　相談室
問子育て支援課　☎32-9122

障害者福祉総合相談

◆日　時　10月10日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　11会議室
問健康福祉課　☎32-9131

ハローワーク相談

◆日　時　10月17日㈬
　　　　　14時～ 15時30分
◆場　所　富来活性化センター
問商工観光課　☎32-9341

相　談

七尾法律相談センター

◆日　時　10月４日㈭・11日㈭
　　　　　　    18日㈭・25日㈭
　　　　　13時30分～ 16時
◆場　所　七尾駅前パトリア
　　　　　５階「フォーラム七尾」
◆相談料　30分以内　5,000円
※ただし、次のいずれかの場合は
相談無料です。
・クレサラ相談
・負担が困難な人で法律援助資力
基準に該当する人
※相談希望者は相談日前日の17時ま
でに金沢弁護士会（☎076-221-0242）
へ電話予約してください（先着５人）

行列ができる無料相談会

　年金・雇用・相続・多重債務な
どさまざまな問題が生じています。
法律事務系10士業団体の専門家が、
知恵を集めて皆さんの問題解決を
お手伝いします。お気軽にお越し
ください。
◆日　時　10月20日㈯   10時～16時
◆場　所　香林坊アトリオ
　　　　　４階アトリオサロン
◆10士業団体　公認会計士、社会
保険労務士、弁理士、不動産鑑定士、
弁護士、土地家屋調査士、税理士、
司法書士、行政書士、中小企業診
断士
問石川県社会保険労務士会事務局
☎076-291-5411　℻076-291-5415

無料法律相談

◆日　時　10月22日㈪
　　　　　９時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　相談室
◆相談弁護士　國田武二郎弁護士
　　　 （堀松出身・名古屋市在住）
◆相談時間　１人30分（要予約）
◆募集定員　９人（予定）初めての
人を優先します
※定員になり次第締切りとします。
※申込用紙は本庁舎住民課と富来
支所総合窓口にあります。
問住民課　☎32-9121

町長談話室の日程

◆日　時　10月３日㈬・17日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　１階
◆日　時　10月10日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　富来支所
※開始時刻および終了時刻は都合
により変更になる場合があります
ので、事前にご確認ください。
問総務課　☎32-9311
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより
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文
化
の
日
」に
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せ
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第
８
回
志
賀
町

文
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祭
を
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の
日
程
で
行
い
ま
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。

　

文
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典
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、
女
性

団
体
・
青
年
団
・
乳
児
園.

す
ば
る
保
護
者

会
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
３
日
（
土
・

祝
）
〜
４
日（
日
）ま
で「
文
化
余
技
展
」と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
教
室
生
に
よ
る
作
品
の
展
示

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
﹈　

　

生
涯
学
習
課　
　
　
　

☎
32
‐
９
３
５
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
32
‐
２
９
７
０

◇
日
程　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
日
（
日
）

◇
会
場　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（ 

各
種
展
示
、
記
念
講
演
、

　
　
　
　
　
　

芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど 

）

　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（ 

文
化
余
技
展
な
ど 

）

記
念
講
演
会　
　
（
入
場
無
料
）

◇
日
時　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

林は
や
し
や家　

染そ
め
じ二　

氏

◇
演
題　

一
生
懸
命
が
か
っ
こ
い
い

　
　

〜
子
ど
も
の
人
間
力
を
育
て
よ
う
〜

◇
略
歴

大
阪
府
出
身
。
昭
和
36
年
生
ま
れ
。

　

84
年
、
林
家
染
二
（
現
四
代
目　

林
家
染

丸
）
に
入
門
。
芸
名
・
染
吉
。
85
年
、
龍
谷
大

学
法
学
部
卒
業
。
林
家
一
門
会
「
林
染
会
」
に

て
初
舞
台
。
若
手
落
語
家
グ
ル
ー
プ
で
創
作
落

語
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
古
典
落
語
に
も
地

道
に
研
鑽
を
重
ね
、
93
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸

大
賞
優
秀
賞
。
96
年
に
は
大
阪
文
化
祭
賞
奨
励

賞
。
97
年
、
三
代
目
・
林
家
染
二
襲
名
。
林
家

一
門
の
総
領
弟
子
と
し
て
次
代
を
担
う
立
場
に

な
る
。
98
年
、
第
53
回
文
化
庁
芸
術
祭
演
芸
部

門
優
秀
賞
。
２
０
０
４
年
上
方
お
笑
い
大
賞
最

優
秀
技
能
賞
。
同
年
第
59
回
文
化
庁
芸
術
祭
演

芸
部
門
優
秀
賞
。２
０
０
５
年
大
阪
文
化
祭
賞
。

２
０
０
８
年
第
２
回
天
満
天
神
繁
昌
亭
大
賞
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
上
方
落
語
界
の
中
村

橋
之
助
」。

第
８
回　
志
賀
町
文
化
祭

第
８
回

第
８
回　
志
賀
町
文
化
祭

志
賀
町
文
化
祭　

◇
講
師

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会

大
会
結
果
報
告
②

平
成
25
年
度
志
賀
町
成
人
式

　

８
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
の
両

日
、
志
賀
町
を
主
会
場
に
羽
咋
郡
市
一
円

で
、
第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
入
賞
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
種
目
】

○
第
３
位　

弓
道

　
（
一
般
女
子
）

　

選
手
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

志
賀
町
で
は
新
成
人
が
自
分
た
ち
で

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委

員
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
２

回
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
成
人
式
の

詳
細
を
決
め
て
い
く
た
め
に
、
実
行
委

員
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

平
成
25
年
の
成
人
式
の
日
程
と
場
所

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
と　

き　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
対　

象　

町
内
在
住
ま
た
は
出
身
の

人
で
、
今
年
度
20
歳
を
む
か
え
ら
れ
る
人

（
生
年
月
日
が
平
成
４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）

●
お
問
い
合
わ
せ　

☎
32-
９
３
５
０
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野
田
山
に
今
年
も
仰
ぐ
忠
霊
塔

笑
顔
に
征
き
し
兄
を
偲
び
ぬ　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

子
供
等
の
声
の
と
び
こ
む
夏
の
窓

カ
ブ
ト
虫
を
み
つ
け
た
ら
し
い　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

世
界
地
図
紅
く
塗
り
変
え
ら
る
る
日
を

説
き
し
教
師
の
丈
低
か
り
き　
　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

寝
付
か
れ
ず
過
ぎ
し
数
々
浮
か
び
出
て

思
い
に
誘
は
れ
東
雲
白
む　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

カ
ー
テ
ン
を
引
く
が
如
く
に
大
日
岳
の

姿
あ
ら
わ
る
登
山
バ
ス
よ
り　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

苦
し
み
を
与
え
る
だ
け
の
も
の
な
ら
ば

君
も
や
め
ん
か
越
前
く
ら
げ　
　
　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

初
孫
を
お
そ
る
お
そ
る
と
抱
い
た
亡
夫

あ
の
面
影
が
昨
日
の
よ
う
な　
　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

泳
ぐ
子
の
歓
声
遠
く
耳
澄
ま
す

浜
昼
顔
の
揺
る
る
砂
浜　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

夏
空
を
北
に
追
い
か
け
鮎
を
釣
る

流
れ
涼
し
い
九
頭
竜
を
わ
た
る　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

朝
顔
の
隙
間
を
抜
け
る
涼
風
に

風
鈴
揺
る
る
も
あ
と
わ
ず
か
な
り　
　
　
　

岩
上　

久
枝

我
が
畑
の
大
豆
葉
の
み
が
繁
り
ゐ
る

た
と
へ
ば
「
青
汁
」
な
ど
に
し
や
う
か　
　

安
中
加
奈
子

光
あ
ふ
れ
波
に
う
つ
れ
る
そ
の
中
を

大
き
く
は
ら
ま
せ
進
む
夏
の
帆　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）

と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

何
よ
り
も
土
産
う
れ
し
里
の
米　
　
　
　
　

前
田　

志
津

新
米
で
お
ゝ
忙
し
い
宅
急
便　
　
　
　
　
　

須
曽　

正
子

里
山
の
能
登
の
お
米
が
美
味
し
く
て　
　
　

吉
村
と
し
子

猛
暑
で
も
又
新
米
を
い
た
だ
け
る　
　
　
　

関
口
ト
ミ
コ

新
米
に
す
ず
め
よ
ろ
こ
ぶ
黄
金
色　
　
　
　

橋
田
明
日
香

米
一
つ
一
つ
に
籠
も
る
老
い
の
汁　
　
　
　

小
松　

彰
一

次
々
と
値
上
げ
財
布
が
軽
す
ぎ
る　
　
　
　

木
村　

貞
涼

電
気
料
値
上
げ
で
品
々
つ
れ
高
す　
　
　
　

西
尾　

善
春

責
任
を
異
常
気
象
に
し
て
値
上
げ　
　
　
　

山
本　

静
香

旱
魃
で
穀
物
値
上
げ
や
が
て
く
る　
　
　
　

坂
下
二
三
子

値
上
げ
よ
り
無
駄
の
仕
分
け
に
道
筋
を　
　

村
中　

光
彦

何
も
か
も
値
上
げ
い
や
だ
も
う
い
や
だ　
　

遠
藤
美
朝
子

十
足
の
中
に
豆
ぐ
つ
盆
最
中　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

人
妻
と
片
蔭
今
日
の
果
報
か
な　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

雨
乞こ

う

も
む
な
し
く
今
日
も
油
照　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

潜
り
終
え
背
伸
び
の
海
女
や
夏
終
る　
　
　

高
岩　
　

満

か
な
か
な
や
辞
書
引
く
こ
と
を
覚
え
し
子　

前
川
美
代
子

畑
み
ち
に
立
ち
は
ば
か
り
し
秋
ざ
く
ら　
　

深
美　

白
鳥

蝉せ
み
し
ぐ
れ

時
雨
鎮ち

ん
じ
ゅ守

の
森
を
脹ふ

く

ら
ま
す　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

さ
わ
や
か
に
妻
の
袖
引
き
足
湯
か
な　
　
　

下
野　

久
雄

秋
夜
風
キ
リ
コ
極
限
の
優
美
か
な　
　
　
　

小
島　

史
子

終
戦
日
老
兵
黙
し
も
の
言
は
ず　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

茗み
ょ
う
が荷

汁
可お

か笑
し
き
程
の
物
忘
れ　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

秋
の
雲
男
波
女
波
の
日
本
海　
　
　
　
　
　

冨
地　

重
内

朝
茜

あ
か
ね

炎も

え
て
猛
暑
と
な
る
き
ざ
し　　
　
　

長
根
尾
郁
恵

絵
手
紙
の
秋あ

き
な
す

茄
子
ま
こ
と
踊
り
を
り　
　
　

浅
野　

照
子

桴ば
ち
た
た叩

く
秋
を
色
ど
る
鉦か

ね

・
太
鼓　
　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

芋
の
蔓つ

る

炎
天
の
大
地
這
い
ま
わ
る　
　
　
　

大
乗　

大
城

ち
ち
ろ
鳴
く
厠
か
わ
や

の
窓
を
少
し
あ
け　
　
　
　

森
下
い
わ
お

こ
の
気
温
耐
え
て
耐
え
て
の
百
日
草　
　
　

川
田
ま
さ
を

文
芸
教
室

《
秋
の
増
刊
号
》

暑
く
て
も
耐
え
て
投
げ
取
る
優
勝
旗　
　
　

川
上　

富
子

何
気
な
く
投
げ
た
言
葉
の
は
ね
返
り　
　
　

芝
山　

照
子

も
み
じ
手
が
か
わ
い
仕
草
で
投
げ
キ
ッ
ス　

窪　
　
　

洋

運
悪
く
一
球
投
げ
て
負
け
投
手　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

投
げ
や
り
に
成
っ
た
日
も
あ
る
若
さ
ゆ
え　

池
田　

洋
子

猛
暑
で
も
近
か
づ
く
秋
の
萩
が
咲
く　
　
　

田
畑　

幸
子

稲
穂
垂
れ
見
た
目
秋
で
も
暑
い
日
　々
　
　

三
井
か
ほ
里

床
に
就
く
見
え
な
い
物
聴
く
秋
夜
長　
　
　

小
松　

康
子

立
秋
を
過
ぎ
て
猛
暑
夏
祭
り　
　
　
　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

立
秋
が
暦
だ
け
で
の
猛
暑
日　
　
　
　
　
　

岩
井
マ
サ
子

秋
色
に
染
め
て
稲
穂
が
刈
る
を
待
つ　
　
　

林　

ち
よ
子

秋
雨
か
思
わ
ぬ
音
に
あ
り
が
た
く　
　
　
　

中
畑　

良
則

祭
り
済
み
秋
本
番
も
こ
の
暑
さ　
　
　
　
　

古
森　
　

寓
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教育長ホットニュース
　

連
日
の
猛
暑
が
続
き
、
人
間
も
農
作
物

も
し
お
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
入
り
、
残
暑
が
厳
し
い
中
に
秋

の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
で
は
、
好
ん
で
汗
を
か
く
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秋
の
深
ま

り
と
共
に
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い

筋
肉
を
徐
々
に
伸
ば
し
て
み
る
の
も
、
案

外
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。

　

秋
の
七
草
、
女
郎
花
、
な
で
し
こ
、
尾
花
、

萩
な
ど
で
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
ご
家

族
で
、
気
の
合
う
仲
間
同
士
で
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

気
分
爽
快
！
を
請
け
合
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
痛
ま
し
い

事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
連
日
の
よ
う
に
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
市
町
の
９
月
議
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、多
く
の
人
々

の
関
心
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
以
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

尊
い
生
命
を
最
優
先
で
守
れ
る
よ
う
に
、

対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
滋
賀
県
大

津
市
の
問
題
を
受
け
、
再
点
検
の
意
味
を

込
め
て
、
夏
休
み
前
に
各
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
現
状
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
小
中
学
校
と
も
、
年
に
数
回

の
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ

て
児
童
・
生
徒
個
々
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
、
実
態
の
把
握
と
適
切
な
対
応

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
い
じ
め
を
受

け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
「
親
に
心
配
を

か
け
た
く
な
い
」、「
い
じ
め
を
受
け
て
恥

ず
か
し
い
」
な
ど
の
思
春
期
に
向
か
う
子

ど
も
た
ち
特
有
の
心
情
か
ら
、
親
や
教
師

に
対
し
て
も
隠
し
た
が
る
傾
向
も
あ
り
、

発
見
が
難
し
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
微

弱
な
変
化
や
サ
イ
ン
も
見
逃
さ
ず
、
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
教
職

員
に
対
し
て
も
必
要
な
研
修
を
実
施
し
、

対
応
力
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
相
談
や

情
報
提
供
は
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
か
ら

の
小
さ
な
情
報
な
ど
と
併
せ
て
連
携
も
大

変
重
要
で
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

教
育
志
学

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

秋
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め

Ｑ
：
私（
32
歳
の
女
性
）は
、Ａ
社
の
採
用
面
接
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、担
当
の
人
か
ら
、「
結
婚
し
て
い
る
か
」

「
子
供
は
い
る
か
」「
残
業
が
で
き
る
か
」
な
ど
と

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
質
問
は
許
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会

及
び
待
遇
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
均

等
法
と
言
い
ま
す
）
は
、「
事
業
主
は
、
労
働

者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
そ
の
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
（
同
法
５
条
）
し
て
い
ま

す
。
こ
の
規
定
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
の
指

針
は
、
募
集
ま
た
は
採
用
に
当
た
っ
て
、
女
性

に
つ
い
て
の
み
、
未
婚
者
で
あ
る
こ
と
、
子
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
、
自
宅
か
ら
通
勤
す
る
こ

と
な
ど
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
禁
止
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
設
問
の
担
当
者
の
質
問
が
、

女
性
に
つ
い
て
の
み
さ
れ
、
男
性
に
は
質
問
し

な
い
場
合
は
、
採
用
に
あ
た
っ
て
女
性
に
対
し

て
男
性
と
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
法
的
に
は
違
反
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
他
、

結
婚
の
予
定
の
有
無
、
子
供
が
生
ま
れ
た
場

合
の
継
続
就
労
の
希
望
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て

も
、
女
性
の
み
質
問
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
均
等
法
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
、
是
正
監
督
に

従
わ
な
い
場
合
は
企
業
名
の
公
表
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
面
接
で
「
彼
氏
い
る
の
？
ど
こ
ま
で

い
っ
て
い
る
の
。
ス
リ
ー
サ
イ
ズ
は
」
な
ど
と

聞
く
の
は
、
完
全
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
性
的
い
や
が
ら
せ
）
に
あ
た
る
発
言

で
あ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
質

問
内
容
で
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
場
合
は
、
慰

謝
料
を
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　

そ
の
他
、
職
業
安
定
法
は
、
求
職
者
の
個
人

情
報
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
目
的
の
達
成
に
必

要
な
範
囲
で
許
容
し
て
お
り
、
業
務
と
関
係
な

い
不
必
要
な
質
問
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
面
接
に
際
し
て
、
男
女
を
問
わ
ず
、

「
前
の
ご
主
人
（
あ
る
い
は
奥
さ
ん
）
と
ど
う

し
て
別
れ
た
の
。
子
供
を
ど
う
し
て
お
い
て
出

て
き
た
の
」
な
ど
と
、
業
務
に
無
関
係
な
事
柄

を
聞
く
こ
と
は
、
不
必
要
な
質
問
で
あ
り
違
反

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
募
集
や
面
接
に
際
し
て
、

差
別
的
質
問
や
不
必
要
な
質
問
を
し
な
い
よ
う

担
当
者
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
対
す
る

採
用
面
接
時
の
差
別
的
質
問
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内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく
子育て相談

10月４日（木）
乳幼児の子ども
さんとお母さん
どなたでも
（オープンセサ
ミは保育室があ
ります）

15:00 ～
15:30

志

10月18日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

オープンセサミ 10月５日（金）

ゆう遊クラブ
10月２日（火）
10月23日（火） 富

健康カレンダー　掲示板

健健  康康  相相  談談

歯 科 検 診歯 科 検 診

内　容 実施日 対象者 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
どなたでも

10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 10月19日（金） 13:00 ～ 14:00

内　容 実施日 対象者 場所

個別歯科検診 10月中 40・50・60・70歳の人 町内歯科医院

すくすく子育てすくすく子育て

介介　　護護　　予予　　防防
内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

10月11日（木） 10:00 ～
11:00

やすらぎ荘
10月25日（木）

健幸教室

10月２日（火）
10:00 ～
11:30

シルバーハウス10月９日（火）

10月16日（火）

10月５日（金） 13:30 ～
15:00

志賀町デイサー
ビスセンター　10月19日（金）

男性の料理教室

10月16日（火）

10:00 ～
12:30

西浦コミュニティセンター

10月17日（水） 西海高齢者活性化センター

10月24日（水） 酒見構造改善センター

10月30日（火） 東増穂コミュニティセンター

10月31日（水） 大西生活環境施設

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。
※男性の料理教室に参加希望の人は事前にお申し込みください。

【対象者】65歳以上の人

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容を連絡してください。
※ゆう遊クラブ：両日とも「クッキング」をします。

機機  能能  訓訓  練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室
毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00

と
毎週金曜日
（祝日は除く） 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活が
　　　　　おおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

※受付時間：各歯科医院に個別に事前予約

【受付時間】13:15 ～ 13:45乳幼児健康診査乳幼児健康診査

健健  康康  教教  育育

内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 10月４日（木） H24年６月生まれ
志

３歳児健診 10月18日（木）　H21年４月～５月生まれ

内　容 実施日 対象者 時　間 場所

医師の健康講話（高血圧予防編） 10月15日(月)
①高血圧・糖尿病・脂質異常症等を
　改善したい人
②治療中で運動編参加希望者は、主
　治医の許可を得た人に限ります。
　(心疾患のある人は、運動編の参加
　を遠慮ください）

13:30 ～ 15:00

志
運動実践指導士による

ヘルスアップ教室(床運動編)　
10月12日(金)
10月26日(金) 富

運動実践指導士による
ヘルスアップ教室(水中運動編)

10月５日(金)
シオン

10月19日(金)
栄養教室（高血圧予防編） 10月25日(木) 10:00 ～ 12:00 文化ホール（調理室）

予 防予 防  接接  種種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG予防接種 10月４日（木）4カ月健診受診時～生後6カ月未満
志

予防接種相談会 10月４日（木） どなたでも

※予防接種相談会は予約が必要です。事前に申し込みください。
【受付時間】　ＢＣＧ　13:15 ～ 13:45　　予防接種相談会　14:30 ～ 15:30

検診内容 実施日 検診項目と対象 受付時間 場所

特定健診
がん検診 10月28日（日）

・特定健診：40 ～ 75歳未満の国保加入者、30歳代の国保　　
　　　　　　加入者で事前に申し込みをした人（無料）
・がん検診（胃・大腸・肺）：40歳以上の人
・肝炎検査、前立腺がん検診：節目年齢の人

8:30 ～ 10:30 志

女性がん検診

10月１日（月）

・子宮頸がん検診：20歳以上の女性
・乳がん検診（視触診のみ）：30歳以上の女性
・乳がん検診（マンモグラフィ・視触診のみ）：40歳以上の女性
・骨密度検診：20～ 70歳までの５歳刻みの女性

※子宮がん個別検診（協力医療機関での検診）　
　　　期間：８月１日（水）～ 12月医療機関年末休み前日まで
 ※個別検診希望者は保健福祉センターへ申し込みをしてくださ
　 い。後日、受診票を送付します。

18:30 ～ 19:30 富来活性化センター

10月３日（水）
13:00 ～ 14:00

旧福浦小学校

10月５日（金） 下甘田公民館

10月９日（火） 志加浦公民館

10月14日（日） 8:30 ～ 10:00 富来活性化センター

10月16日（火）
13:00 ～ 14:00

上熊野公民館

10月17日（水） 酒見構造改善センター

10月20日（土） 8:30 ～ 10:00 志
10月24日（水） 13:00 ～ 14:00 西浦コミュニティセンター
10月25日（木） 18:30 ～ 19:30 志
10月27日（土） 8:30 ～ 10:00 富来活性化センター

10月30日（火） 13:00 ～ 14:00 熊野多目的集会施設

健 康 診 査健 康 診 査

※健康教育参加希望者は、事前に申し込みください。参加当日に健診結果を持参してください。

実
施
会
場　
　

志　
：
志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

富　
：
富
来
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

と　
：
と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問志賀町保健福祉センター　☎ 32-0339

※がん集団用受診券と検診費用を持参してください。クーポン券対象の人はクーポン券も必要です。
　がん検診費用は、受診券を確認してください。特定健診を受診の際は、受診券と保険証を持参してください。
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休 館 日　１日㈪、８日㈪、15日㈪
　　　　　 22日㈪、29日㈪

開館時間　平　日　９時30分～ 18時
　　　　　土日祝　９時30分～ 17時
お問い合わせ先
　志 賀 町 立 図 書 館 　☎32-1740
　志賀町立富来図書館　☎42-2777

休 館 日　10月８日㈪・21日㈰
開館時間　9時～ 17 時 30 分
お問い合わせ先　　志賀町児童館　32-1724

【志賀町立図書館からのお知らせ】
講師に吉本與彦氏を招いて、古典講座を開催します。

古典講座「万葉集  越中国司  大伴家持の歌」　講師　吉本與彦氏

第１回：10月14日（日）　
　　　　　　　　テーマ「万葉集の原型・越中での歌の数々」

第２回：10月21日（日）
　　　　　テーマ「出挙の際の歌　万葉仮名を読んでみよう」

第３回：10月28日（日）
　　　現地学習　テーマ「富山県伏木　万葉歴史館と二上山」

場　所：志賀町立図書館　２階　おはなし会室　
時　間：13時30分から（第１・２回）
募集定員：20人

※受講の申し込みは志賀町立図書館まで連絡してください。
参加人数に到達次第、申し込みを締め切ります。

◆新着の本◆
○赤猫異聞　　　　　　　　　　　　　浅田　次郎

○光圀伝　　　　　　　　　　　　　　冲方　　丁

○ナモナキラクエン　　　　　　　　　小路　幸也

○幸せの条件　　　　　　　　　　　　誉田　哲也

○京都へでかけよう　２０１３　　　　　　昭文社

○編みやすくて心地いいニットのふだん着　　ｍｉｃｈｉｙｏ

○老年になる技術　　　　　　　　　　曽野　綾子

◆おすすめの本◆

○大人の着まわしバイブル　　　　　　　　　石田　純子  
　服はたくさんあるのに、着る服がないと嘆くあなたへおす
すめの１冊です。同じアイテムが着こなし次第で見違えてみ
えますよ。

……　お 知 ら せ　……

★クッキング（いもだんご）
　児童館では、楽しい教室や季節の行事を色々と企画しています。今月は、27
日 ( 土 ) の 13 時 30 分より、主任児童委員の皆さんと一緒に、もっちりした食
感の「いもだんご」を作ります。児童館で収穫したジャガイモを使った簡単で
おいしい手作りおやつです。実りの秋、「いもだんご」作りに挑戦しませんか。
　多数の子どもたちの参加をお待ちしています。

★平成 25年度放課後児童クラブ入所申請のご案内
　放課後児童クラブの入所対象者は、小学校１年生から３
年生の児童です。保護者および祖父母が仕事などで、昼間
家庭におらず、養育が困難な児童を対象にしています。
　入所希望の人は、申請書を近くの放課後児童クラブへ提
出してください。申請書は各放課後児童クラブにあります。

● 提出期限 10 月 26 日 ( 金 )
● 提出先
　　志賀放課後児童クラブ ( 志賀町児童館 ) ☎ 32-1724
　　堀松放課後児童クラブ ( 旧堀松保育園 ) ☎ 32-0384
　　富来放課後児童クラブ ( 旧西海小学校 ) ☎ 45-1021

10 月の行事予定
10日（水）　親子リトミック遊び

　（定員20組）10：00 ～

27日（土）　クッキング
（いもだんご・定員15人・材料費100円）13：30 ～

28日（日）　バトン・キッズ 13：30 ～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

【志賀町立図書館】
●おはなし会
　日　時：10月３日㈬・17日㈬　16時から
　場　所：１階・絵本コーナー
●ボランティアおはなし会
　日　時：10月13日㈯・27日㈯　14時から
　場　所：１階・絵本コーナー
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● のとじま手まつり  2012
　全国からクラフト作家 80組がオリジナル作品を展示＆販売す
る野外マーケットです。
暮らしを豊かにするお気
に入りの一品を見つけて
みませんか？
▶場　所　能登島家族旅
行村Weランド（のとじ
ま水族館隣）

問のとじま手まつり実行委員会　☎ 0767-84-1173

七尾市N
A
N
A
O

● YOSAKOI ソーラン
　　　　　　　　日本海本祭
　石川県内外から約 40
チームが参加し、町内 4
会場で 2,000 人が熱く激
しい踊りを披露します。
▶会　場　押水総合運動
公園（宝達志水町今浜）

問宝達志水町産業振興課　☎ 0767-29-8240

宝達志水町

● 神子の里　秋の収穫祭
　もちつき振る舞いや
ダンス、手品などの催し
が盛りだくさん。14 日
にはクラシックカー in
神子原も開催！

▶場　所　神子の里
（羽咋市神子原町）

問神子の里　☎ 26-3580

羽咋市H
A
K
U
I

H
O
D
A
TS
U
S
H
IM
IZU

●いするぎ講談
▶場所　石動山「大宮坊」

（中能登町石動山） 
▶講談　

旭
きょくどう

堂 南
なん ざ え も ん

左衛門 氏

旭
きょくどう

堂 南
なんせい

青 氏

問中能登町生涯学習課☎ 0767-76-1900

中能登町N
A
K
A
N
O
TO

14:30 ～

10:00 ～ 16:00

9:00 ～ 18:00

12 日 18:00 ～
13・14 日　9:00 ～
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志賀町からの情報として、２市２町の広報紙に「とぎ
実験農場の『りんご狩り』」を紹介しました。

10 月13 日土・14 日日

10 月13 日土・14 日日

10 月13 日土

のとじま手まつり（のて）

地元で地元で夢夢を買いましょう !!を買いましょう !!

　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

　今年の１月下旬から２月中旬にかけて志賀町を主な舞台として

撮影された「リトル・マエストラ」が今冬全国公開されます。今
秋全国公開の予定でしたが、制作会社と配給会社との調整が長引
き、公開時期が変更となりました。

　今冬公開予定の映画
をいち早く漫画化した
作品を掲載している
「ザ　マーガレット」
が発売されています。
作品中では、志賀町の
地名やフローリィの名
前などが出て、恋愛要
素を加えた物語となっ
ています。
　現在発売中の「ザ　
マーガレット10月号」
は８月 24 日に発売さ
れ、前編として80ペー
ジ掲載しています。後

編が掲載される「ザ　マーガレット 12 月号」は 10 月 25 日に発
売予定です。まだ、見ていないという人、見てみたいと思う人は、
一度手にして読んでみてください。

▲「ザ　マーガレット 10 月号」に掲載中
の「リトル・マエストラ」

映画『リトル・マエストラ』
今冬公開予定

～ご当地映画・ご当地漫画をご覧ください～

10 月12 日金～14 日日
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貴
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恵

二
所
宮

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は「志
賀町広報紙掲載希望申出書」を
提出してください。
　詳しくは、住民課までお問い
合わせください。

８

総人口 23,009人

男 10,826人

女 12,183人

世帯数 8,173世帯

(平成24年８月末現在)

10 

３
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名
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齢

本
籍
ま
た
は
住
所

828286817564957886

8296878981788770779273698291

歳歳歳歳歳歳歳歳歳

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
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開
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※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

10
当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

７日
（日）

金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864
押 水瑠璃光薬局 宝達志水町門前

松沼医院(内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188

８日
（月・祝）

四蔵医院（内） 志賀町仏木 37-1030
志 雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市

前川医院（内） 羽咋市酒井町 26-0210

14日
（日）

保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807
羽 咋菜の花薬局 羽咋市柳橋町

羽咋診療所（内） 羽咋市柳橋 22-5652

21日
（日）

新谷医院（胃・循） 志賀町末吉 32-3311 クスリのアオキ羽咋
店青木二階堂薬局 羽咋市石野町

松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

28日
（日）

岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921
鶴多あおぞら薬局 羽咋市鶴多町

平場内科クリニック 羽咋市中央町 22-0238

　

去
年
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
10

年
に
一
度
、
決
定
さ
れ
る
県
下
太
鼓

打
競
技
大
会
横
綱
大
会
を
、
特
等
席

で
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
出
場
し

た
歴
代
大
関
は
、
周
り
の
観
客
を
魅

了
し
、
感
動
を
与
え
る
太
鼓
を
披
露

し
て
い
た
。
そ
の
大
会
を
取
材
で
き

た
こ
と
、
取
材
を
受
け
て
く
れ
た
人
、

協
力
し
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
岡
）

※外国人含む

ー  

お
詫
び
と
訂
正  

ー

　

広
報
し
か
９
月
号
の
６
ペ
ー
ジ
中
、

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
一
斉

更
新
の
お
知
ら
せ
」
で
、
10
月
１
日

か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
の
色
は

「
薄
緑
色
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
藍

色
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。



広報しか 27

曜日 月・水・金 火・木 土・日
時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

7:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

8:00 志賀昔ばなし　「上熊野」 ダブルスカイ！ ぶらり志賀町の旅

9:00 第64回　石川県民体育大会 図書館だより・青春全開志賀高 悪質商法にご用心

10:00 ダブルスカイ！ 志賀昔ばなし　「上熊野」 ダブルスカイ！

11:00 図書館だより・青春全開志賀高 ぶらり志賀町の旅 志賀昔ばなし　「上熊野」

11:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

12:00 ぶらり志賀町の旅 第64回　石川県民体育大会 図書館だより・青春全開志賀高

13:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

13:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

14:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

15:00 図書館だより・青春全開志賀高 ダブルスカイ！ 第64回　石川県民体育大会

16:00 志賀昔ばなし　「上熊野」 図書館だより・青春全開志賀高 図書館だより・青春全開志賀高

16:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

17:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス
今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

17:30
北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

18:00 ダブルスカイ！

19:00 第64回　石川県民体育大会 志賀昔ばなし　「上熊野」 ぶらり志賀町の旅

20:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ 図書館だより・青春全開志賀高

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 志賀昔ばなし　「上熊野」 第64回　石川県民体育大会 志賀昔ばなし　「上熊野」

22:00 ダブルスカイ！ ぶらり志賀町の旅 第64回　石川県民体育大会

23:00 ぶらり志賀町の旅 志賀昔ばなし　「上熊野」 悪質商法にご用心

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
しかチャンニュースＳＰ

24:30 しかチャンニュース しかチャンニュース

25:00 終了 終了 終了

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　番組表は、地上デジタル放送の EPGでもご覧いただけます。

■　「第 64回　石川県民体育大会」
　志賀町を主会場に行われた第 64 回石川県民体育大会。志賀町からは 30 競技に約 700 人が参加しました。選手たちの熱戦
をご覧ください。

■「ダブルスカイ！」
　日本赤十字社が制作した献血推進広報映画です。
　この映画は実在するハンドボール選手が白血病と戦い、復帰するまでの実話を基に制作されました。

ア
ナ
ロ
グ
：
５
ch　
　

デ
ジ
タ
ル
：
９
ch　
　

Ｓ
Ｔ
Ｂ
：
０
３
８
ch

しかチャンネル番組ガイド　10月
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課まで送ってください。

86
 10 　　　　中谷　應佑 ちゃん（１歳）

　　     　　　　　　（父：衛　母：昌美）

　應佑くん、１歳の誕生日おめでとう♥
つたい歩きも上手になり日々の成長が楽しみです。
　また、赤住に遊びに来てね♪」　　　（赤住の祖父、祖母より）

秋
の
里
山
風
情
を
作
る

秋
の
里
山
風
情
を
作
る

　

長
田
「
見
竹
神
社
」
の
「
萬
燈
祭
」
が
、

９
月
16
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り

は
、
竹
灯
籠
に
ろ
う
そ
く
を
と
も
し
、
神
社

の
境
内
や
川
べ
り
、
道
路
に
並
べ
集
落
を
照

ら
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
祭
り
は
年
々
迫

力
を
増
し
て
い
き
、
約
３
０
０
０
本
の
ろ
う

そ
く
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
５
時
30
分

に
寺
院
の
鐘
の
音
を
合
図
に
灯
が
と
も
さ

れ
、
暗
く
な
る
に
つ
れ
辺
り
を
幻
想
的
な
光

で
包
ん
で
い
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は

美
し
い
秋
の
里
山
風
情
に
酔
い
し
れ
、
初
め

て
目
に
す
る
光
景
に
「
き
れ
い
。
ま
た
来
年

も
見
に
き
た
い
」
と
話
し
、
幻
想
的
な
雰
囲

気
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
冨
木
八
幡
太
鼓
保
存
会
の
協
力
に

よ
り
、
６
年
ぶ
り
に
神
輿
が
担
ぎ
出
さ
れ
、

数
々
の
ろ
う
そ
く
の
火
に
照
ら
し
出
さ
れ
る

中
、
集
落
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
協
力
し
た

冨
木
八
幡
太
鼓
保
存
会
は
、
八
朔
祭
礼
唄
を

歌
い
な
が
ら
担
ぎ
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
八
幡

太
鼓
を
披
露
し
な
が
ら
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

水面に映し出す竹灯籠が幻想的な
雰囲気を際立たせる

改
修
さ
れ
た
見
竹
神
社
と
６
年
ぶ
り

に
担
ぎ
出
さ
れ
た
神
輿　
◀　

花の模様を掘った竹灯籠

長
田

　

萬
燈
祭


